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・ 救急医療-６ 重症患者の救命救急センター搬送率

５．救急医療【指標６ 重症患者の救命救急センター搬送率】重症患者の救命救急センター搬送率(N=44, 平均=39.1, 標準偏差=20.3)
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・ 「適切な医療が受けられるのか」を見るための指標として用いています。

・ 千葉県が最も高く、長崎県が最も低い結果です。平均値は 39.1、標準偏差は 20.3 です。

・ 地域的な傾向は特に見られません。

・ 救命救急センターから都道府県に報告される重症者について、都道府県によって異なる

定義が用いられていました。


